
 

 

 

2025 年 4 月 14 日 

東日本電信電話株式会社 神奈川事業部 

 

「横浜」をテーマに産官学連携の異業種交流でプロジェクト報告 

～ まちの魅力・ブランド力向上を後押し ～ 

 

東日本電信電話株式会社 神奈川事業部（執行役員 神奈川事業部長：相原 朋子、以下「ＮＴＴ東日本 神

奈川事業部」）は、横浜の地で仕事をする自治体・企業が協働し、横浜市の持続的な発展に向けた課題解決に

取り組むプロジェクト「横浜異業種交流会」を 2024年 10月に立ち上げました。<*1> 

普段勤務する会社・職場を離れ、異なる環境・メンバーで、「横浜」をテーマにプロジェクト立案・実行を行い、そ

の成果報告会を 2025年 4月 8日（火）に開催しました。 

なお、本取り組みは、横浜市と NTT東日本が 2023年 9月に締結している「住みたい・住み続けたい・選ばれ

る都市の実現に向けたまちづくり協定」<*2>における『にぎわいを創り出すまちづくり』にもつながる取り組みとし

て展開しています。 

<*1>報道発表資料＿https://www.ntt-east.co.jp/kanagawa/information/pdf/20241011_01.pdf 

<*2>報道発表資料＿https://www.ntt-east.co.jp/kanagawa/information/detail/20230922_001.html 

 

 

1． 「横浜異業種交流会」の概要 

（1） 参加者：計 17名 

株式会社横浜国際平和会議場（パシフィコ横浜）、株式会社 KTグループ、神奈川トヨタ自動車株式会社、神奈

川トヨタ商事株式会社、株式会社ドコモビジネスソリューションズ、NTT東日本からの有志社員  

※ファシリテーター：アクセンチュア株式会社 

 サポーター：横浜市都市整備局、公益社団法人横浜市観光協会、一般社団法人横浜みなとみらい 21、 

横浜未来機構 

 アドバイザー：神奈川大学経営学部国際経営学科 准教授 中見真也氏 
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（2） 活動期間：2024年 10月 8日（火）～2025年 4月 8日（火） 

（3） 活動頻度： 

① 全体ミーティング：月１回程度 

② チーム内ミーティング：週１回程度（活動内容によってメンバーが主体的に決定） 

（4） 目的・狙い 

普段勤務する会社・職場を離れ、異なる環境・メンバーで企画～実行の一連のプロセスに取り組むことにより

『異なるバックグラウンドにおいて、同じベクトルで施策を実行する推進力』『相互のアセットに対する知見の広が

り』を養い人材の成長機会創出、活躍推進への寄与をめざす。 

 

2． プログラム報告会の開催内容 

（1） 日時：2025年 4月 8日（火）15：00 ～17：30 

（2） 場所：パシフィコ横浜 会議センター 

（3） 内容：チーム単位での成果発表、アドバイザー・事務局からの質疑応答・講評 

（4） 発表内容： 

① 取り組み内容「湾岸エリアと異なる“横浜”の魅力創出に向けて」 

  

 



 

 

 

■瀬谷なびフォトコンテスト結果発表＆応募作品の紹介 

https://seya-navi.com/2025/03/25/seyanaviphotocontest2025/ 

 

② 取り組み内容「告白の聖地・横浜」ブランディング計画 

  

https://seya-navi.com/2025/03/25/seyanaviphotocontest2025/


 

 

 



（5） 参加者による全体を振り返ってのコメント（一部）： 

「他企業の方と半年間一緒にプロジェクトを進めることができたこと、現在従事している業務と異なることをチャレ

ンジできたこと、自社のサービス制約に縛られず考えることができたのは、貴重な経験でした。メンバーのフットワ

ークの軽さには、気づきや刺激をいただきました。」 

 

「個々の部分では、もう少しできる部分もあると感じてはいるものの、全体を通じて活動期間を本当に楽しむことが

できました。プロジェクトを通じて知り合えた方、横浜市の事を考えてチャレンジできたこと等は、今後の人生を考

える上でも、有意義な時間になりました。」 

 

「地域密着・活性化、まちづくりといった初めて取り組むことに不安もありましたが、これまで培ってきた課題設定

力やマーケティング力といったことが活用できることを身をもって体験することができ、新たな発見となりました。」 

 

「今回は『横浜』をテーマにプロジェクトを進めましたが、私の地元である地方では、人口減少・高齢化が重要課題

となっているので、各地の事情を踏まえた活動を増やしていく必要があると感じました。」 

 

「今回のプロジェクトでは、課題設定が自由であるが故、進めることが難しい部分もありましたが、未知なる領域の

ことを楽しく・濃厚に取り組むことができたと思います。」 

 

（6） 主管事務局コメント（NTT東日本 神奈川事業部 企画総務部長 中野 宏）：  

「半年間のプロジェクト活動、本当にお疲れ様でした。異なる会社のメンバーで過ごした時間が刺激的であり、新

たな気づきもあり有意義であったということで、大変嬉しく思います。実は、私も横浜に長年住んでいた人間の一

人なのですが、横浜の方は、多くの方が「横浜愛」を持っていると思います。今回のプレゼンテーション発表でも、

皆さんの「横浜愛」をたくさん感じることができたことが嬉しいです。この「横浜愛」が横浜にとっての一番の財産な

んだと改めて感じました。こういった地域を良くする活動に、多くの方や企業を巻き込んでいくことで、好循環が生

まれていき、地域が元気になると信じているので、皆さんには今回の活動を通じて得たヒューマンネットワークや

経験を生かして活躍していただくことを願っています。」 

 

 

3． 本件に関する報道機関からの問い合わせ先 

ＮＴＴ東日本 神奈川事業部 企画総務部 企画部門 広報担当 

TEL：045-226-6123 E-mail：kanagawa-kouhou-ml@east.ntt.co.jp 


